
本
彫
塑
会
の
意
見
書
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科

卒
業
生
の
団
体
で
あ
る
同
会
が
第
一
回
文
展
に
於
け
る
審
査
の
公
平
を
要
望
し

て
文
相
牧
野
伸
顕
に
意
見
書
を
提
出
（
七
月
十
五
日
）
し
た
と
い
う
内
容
で
、
提

出
者
に
本
山
白
雲
、
渡
辺
長
男
、
細
谷
三
郎、

小
倉
右
一
郎
、
藤
井
浩
祐
、
朝

倉
文
夫
、
吉
田
政
一

、
池
田
勇
八
、
中
村
武
平
（
「
以
下
略
す
」
と
あ
る
。
）
の
名

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
同
会
は
あ
る
い

は
彫
塑
同
窓
会
の
後
身
か
と
も
思
わ
れ
る
。

チ
ャ
カ
ホ
イ
節
の
流
行

チ
ャ
カ
ホ
イ
節
の
元
祖
は
明
治
三
十
六
年
西
洋
画
撰
科
卒
業
の
渡
辺
亮
輔
で

あ
っ
た
と
辻
永
が
書
い
て
い
る
が
(
1
2
8
頁
）
、
特
に
定
ま
っ
た
歌
詞
も
な
い
こ
の

七
七
七
五
調
の
唄
は
生
徒
に
気
に
入
ら
れ
、
よ
く
唄
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

し
い
。
大
正
元
年
九
月
十
九
＼
三
十
日
の
『
毎
日
新
聞
』
に
は
明
治
三
十
八
年

入
学
の
灰
汁
生
な
る
人
の
「
美
術
学
校
学
生
々
活
」
が
連
載
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
に
流
行
ぶ
り
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

△
デ
カ
ン
シ
ョ
が
一
高
を
標
榜
す
る
如
く
、
チ
ャ
カ
ホ
イ
節
は
美
術
學
校
の

學
生
々
活
一
班
を
窺
ふ
に
尤
も
適
営
な
歌
で
有
る
、
彼
は
豪
放
此
は
洒
落
、

〔
マ
マ

〕

雨
者
の
封
象
は
明
に
雨
校
生
徒
の
氣
風
の
別
る
4
所
、
敢
て
チ
ャ
カ
ホ
イ
節

な
る
一
項
を
設
け
た
所
以
で
有
る
、

一
鉢
チ
ャ
カ
ホ

イ
節
は
何
虞
の
図
の
産

で
、
又
誰
に
よ
っ
て
歌
ひ
出
さ
れ
て
来
た
も
の
で
有
る
か
、
今
定
か
に
知
る

由
も
無
い
、
何
で
も
敷
年
前
日
光
へ
旅
行
し
た
時
に
、
誰
い
ふ
と
無
く
歌
ひ

出
し
た
の
が
起
原
で
有
っ
た
ら
う
と
覺
え
る
〔
こ
の
頃
に
は
起
原
も
曖
昧
に

は

や

な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

ー
編
者
註
〕
、
さ
う
し
て
其
頃
流
行
っ
た
所
の
、有
明

⑤
 

節
だ
の
仙
豪
節
だ
の
乃
至
相
馬
節
な
ど
を
捨
て
4
、
皆
が
皆
無
意
識
に
此
歌

を
唄
ひ
初
め
、
今
で
は
近
所
の
薬
學
校
を
初
め
、
遠
く
一
高
、
赤
門
邊
ま
で

チ
ヤ
カ
ホ
イ
化
さ
れ
て
居
る
と
云
ふ
勢
、

△
由
来
美
術
學
校
に
は
一
定
の
校
歌
と
云
ふ
も
の
が
無
い
、
従
っ
て
仲
間
の

は

や

り

う

た

ロ
に
の
ぽ
る
も
の
は
、
他
校
の
校
歌
か
、
夫
と
も
其
時
々
の
流
行
唄
か
、
精

な
か

々
琵
琶
歌
位
に
過
ぎ
無
っ
た
、
中
に
は
長
唄
や
浦
元
に
浮
身
を
や
っ
し
て
居

る
通
人
も
有
っ
た
が
、
未
だ
曾
て
美
術
學
校
特
殊
の
天
地
を
歌
っ
た
も
の
と

て
は
遺
憾
な
が
ら
無
か
っ
た
の
で
、
偶
々
チ
ャ
カ
ホ
イ
節
の
一
部
に
歌
は
る

4

や
、
我
等
の
生
活
を
現
は
す
も
の
は
正
に
是
れ
と
云
ふ
風
で
、
恰
も
闇
夜

と
も
し
び

に
燈
火
を
認
め
た
如
く
、
全
校
畢
げ
て
此
歌
に
同
化
し
た
の
で
あ
る
、
さ
れ

ば
日
頃
よ
り
反
目
嫉
視
せ
る
高
襟
派
も
、
盤
殻
派
も
、

一
度
チ
ャ
カ
ホ
イ
の

磐
を
聞
く
時
は
、
議
論
も
喧
嘩
も
何
虞
へ
や
ら
、
忽
ち
渾
然
と
融
和
し
て
、

齊
し
く
美
の
神
の
出
現
を
仰
ぐ
の
で
有
る

△
節
は
必
ず
し
も
面
白
い
節
調
で
有
る
と
は
云
ひ
得
な
い
、
然
乍
ら
其
澁
味

の
有
る
、
暢
然
し
て
、
浮
世
を
茶
化
し
た
や
う
な
所
が
、繹
も
無
く
美
術
學
校

の
嗜
好
に
投
じ
た
の
で
有
る
事
は
今
更
云
ふ
迄
も
無
い
、
今
口
を
吐
い
て
出

る
二
三
の
歌
を
御
披
露
申
さ
う
、好
ん
で
歌
は
る
る
文
句
は
「
何
を
く
よ
／
＼

川
端
柳
、
水
の
流
れ
を
見
て
暮
す
」
と
言
ふ
誰
で
も
知
つ
て
居
る
唄
だ
が
、

チ
ヤ
カ
ホ
イ
所
か
今
日
此
頃
は
、
人
の
知
ら
な
い
苦
榜
す
る

此
は
試
験
前
だ
の
製
作
前
の
苦
し
み
を
現
は
し
た
も
の
で

チ
ヤ
カ
ホ
イ
／
＼
で
半
年
や
く
ら
す
、
後
の
半
年
や
寝
て
暮
す

と
云
ふ
デ
カ
ン
シ
ョ
の
替
歌
も
有
る
、
其
旅
行
中
次
の
宿
屋
へ
着
い
た
時

は
、
先
ず
入
口
に
立
つ
て
竪
を
揃
へ
て

ゆ
う
ペ
昨
夕
の
宿
屋
は
不
都
合
な
宿
屋
、
呼
ん
で
出
て
来
ず
飯
ま
づ
い
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等
と
出
鱈
目
を
吹
い
て
、
暗
に
虐
待
防
止
策
を
施
し
て
置
く
元
氣
者
も
有

る
、
此
外
に
猶
、

箱
か
き
／
＼
と
軽
蔑
す
る
な
、
是
で
も
ヴ
イ
ナ
ス
（
美
の
神
）
の
寵
兒

何
だ
此
野
郎
柳
の
毛
虫
、
彿
ひ
落
せ
ば
又
す
が
る

等
が
有
る
、
高
い
磐
で
は
云
は
れ
な
い
が
、
何
を
く
よ
／
＼
の
替
唄
に
「
何

を
く
よ
／
＼
川
端
玉
章
、
金
の
た
ま
る
を
見
て
暮
す
」
と
云
ふ
の
が
有
る
、

作
者
の
名
は
つ
い
逸
し
た
が
、
流
石
に
傍
若
無
人
の
連
中
も
、
此
ば
か
り
は

こ
ん
な

敬
意
を
彿
つ
て
胡
魔
化
し
て
歌
つ
て
る
さ
う
な
、
可
愛
い
所
は
斯
療
所
に
有

る
ん
で
す
。

依
嘱
製
作
凱
旋
門

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
東
京
美
術
学
校
近
事
」

(316
頁
）
に
も
記
事
が
あ
る
が
、

『
美
術
新
報
』
第
四
巻
第
十
九
号
（
明
治
三
十
八
年
十
二
月
二
十
日
）
は
一
層
詳
し

く
こ
れ
を
伝
え
て
い
る
。

0
上
野
の
凱
旋
門
上
野
黒
門
口
凱
旋
門
は
十
一
月
二
十
二
日
霊
代
を
組
立

て
十
二
月
十
三
日
建
物
及
装
飾
の
全
部
を
竣
成
し
、
夫
よ
り
三
日
間
に
て
上

部
の
置
物
勝
利
神
獅
子
及
陸
海
軍
人
立
像
を
製
作
し
、
十
五
日
を
以
て
悉
皆

工
を
終
た
る
を
以
て
十
七
日
午
前
十
時
よ
り
落
成
除
幕
式
を
畢
行
し
た
る

が
、
右
凱
旋
門
は
高
五
十
尺
幅
四
十
八
尺
奥
行
十
四
尺
道
高
き
幅
共
二
十
四

尺
に
し
て
、

全
整
の
設
計
は
美
術
學
校
教
授
エ
學
士
古
宇
田
宜
氏
の
握
嘗
に

成
り
、
上
部
置
物
中
央
軍
神
と
馬
四
頭
車
嚢
、
金
鶏
、
四
隅
獅
子
等
は
美
術

學
校
の
塑
造
科
に
て
原
型
を
造
り
、
内
部
の
天
井
装
飾
平
和
の
女
神
は
美
術

學
校
教
授
岡
田
三
郎
助
氏
主
任
と
し
て
小
林
萬
吾
氏
之
を
助
け
、
正
面
左
右

回

顧

片

々

〔
中
略
〕

中
學
を
終
へ
て
田
舎
か
ら
出
て
来
た
計
り
の
僕
は
君
逹
も
そ
う
だ
っ

た

ら

う

が

非

常

に

美
校
入
學
に
憧
れ
て
ね
、
ど
う
し
て
も
入

っ
て
や
ら

う
と
頑
張
っ
た
。
其
年
の
卒
業
製
作
展
を
見
に
行
っ
た
が
不
思
議
に
印
象
に

残
っ
た
の
は
二
つ
程
の
ス
テ
ー
ン
ド

・
グ
ラ
ス
の
圏
案
で
、
そ
れ
が
何
時
ま

で
も
感
銘
深
く
、
宜
に
印
象
的
で
今
で
も
不
思
議
に
脳
裡
を
離
れ
な
い
か
ら

お
か
し
い
ね
。
そ
れ
が
富
本
憲
吉
君
の
卒
業
製
作
だ
。

営
時
は
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
の
全
盛
時
代
で
よ
く
外
國
雑
誌
等
に
あ
る
あ
の

⑦

学
生
生
活

廣
川
松
五
郎
（
談
）

の
陸
海
軍
人
は
新
海
竹
太
郎
氏
の
原
型
に
よ
る
も
の
に
し
て
、
全
謄
ク
ラ
シ

ッ
ク
式
に
よ
れ
り
と
。

0
上
野
凱
旋
門
の
天
井
装
飾
美
術
學
校
洋
甕
科
の
擦
任
に
て
、
数
授
岡
田

三
郎
助
氏
の

立
案
下
綸
に
成
り
、
小
林
萬
吾
氏
外
學
生
十
七
人
査
夜
兼
行
に

て
描
き
上
げ
金
鶉
を
置
き
し
も
の
な
る
が
幅
二
間
長
六
間
の
天
井
に
布
代
紛

具
代
に
て
研
究
的
に
引
受
け
し
も
の
な
り
と
い
ふ
。
其
岡
柄
は
左
右
前
後
に

女
神
を
現
は
せ
し
も
の
に
て
、
左
方
の
中
央
に
は
地
球
を
掌
上
に
載
せ
た
る

名
餐
の
女
神
を
盟
き
雨
側
に
忠
質
親
和
の
二
神
を
現
は
し
、
忠
宜
の
神
に
は

犬
を
添
ふ
。
左
方
の
中
央
に
は
勝
利
の
女
神
月
桂
冠
を
手
に
し
て
起
ち
、
平

和
と
融
和
の
二
神
を
従
へ
、
平
和
の
神
は
其
手
の
果
物
を
鳩
の
吸
ば
ま
ん
と

す
る
所
を
示
し
、
融
和
の
紳
は
痢
夙
を
携
へ
、
前
後
に
は
人
道
と
公
正
と
を

示
せ
り
。
猶
天
井
の
四
圏
に
は
樫
樹
と
撒
撹
樹
の
枝
葉
を
饒
ら
せ
り
。
全
罷

希
服
神
話
に
基
き
し
も
の
な
り
と
。
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